
 

地質／地盤リスクマネジメント 全国大会 

（シンポジウム／事例研究発表会） 

 

地盤リスクマネジメントに関するシンポジウム 
 

共催：公益社団法人地盤工学会関東支部・ 

   地盤工学におけるリスクマネジメントに関する研究委員会 

地質リスク学会 

 

司 会 ：稲垣 秀輝（環境地質） 

 

＜プログラム＞ 

 
10:00～10:50 講演 

地盤工学におけるリスクマネジメント 

公益社団法人地盤工学会 会長 

公益社団法人地盤工学会 関東支部 

  地盤工学におけるリスクマネジメントに関する研究委員会 委員長 

日下部 治（茨城工業高等専門学校） 
 
10:50～11:50 報告 

地盤工学と地盤リスク対応 

中山 健二（川崎地質(株)）

自然災害・法令・社会情勢等の変遷と地盤リスク 

～地震災害と耐震基準・法規等の変遷を中心として～ 

大里 重人（(株)土質リサーチ）

地盤リスクと裁判事例 

薦田 哲（紀ノ川法律事務所）
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公益社団法人地盤工学会 会長 
公益社団法人地盤工学会 関東支部 
 地盤工学におけるリスクマネジメントに関する研究委員会 委員長 

日下部 治（茨城工業高等専門学校） 
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地
盤
工
学
分
野
に
お
け
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
り
組

み

•
20
04

年
地
盤
工
学
会
誌

講
座
の
構
成

•
20
05

年
国
際
地
盤
工
学
会
議

の
議
論
か
ら

•
10

年
間
の
動
き

講
座
：
リ
ス
ク
工
学
と
地
盤
工
学

•
「
土

と
基

礎
」

•
２
０
０
４
年
4月

～
２
０
０
４
年

９
月
号

•
社

会
学

的
、
経

営
学

的
、
計

画
論

的
ア
プ
ロ
ー
チ

•
金
融

工
学

的
手

法
の

応
用

（
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
）

•
執
筆
者
の
多
く
は
、
地
盤
工
学
専
門
で
は
な
い
。

表
題

・
内

容
執

筆
者

（
敬

称
略

）

１
．
講
座
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

小
林
潔
司
（
京
都
大
学
）

２
．
リ
ス
ク
工
学
と
は

小
林

潔
司

（
京

都
大

学
）

３
．
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

中
嶋
秀
嗣

（
損
保
ジ
ャ
パ
ン
・リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

４
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ス
ク

尾
ノ
井

芳
樹

（
電
源

開
発

）

５
．
ジ
オ
リ
ス
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

大
津
宏
康
（
京
都
大
学
）

６
．
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
費
用
と
リ
ス
ク
工
学

多
々

納
裕

一
（
京
都

大
学

）

７
．
ア
セ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

安
田

亨
（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

８
．
講
座
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て

大
津
宏
康
（
京
都
大
学
）

土
と
基
礎
（
20

04
)

講
座

「
リ
ス
ク
工

学
と
地

盤
工

学
」
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th
IC
SM
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05

年
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最
近
10

年
の
動
き

(1
)２
０
１
０
年

国
際
地
盤
工
学
会
技
術
委
員
会

Im
pa
ct
 o
n 
So
ci
et
yカ

テ
ゴ
リ
に
２
つ
の
TC

 

「
Fo
re
ns
ic
 G
eo

te
ch
ni
ca
l E
ng
in
ee
rin

g」
地
盤
に
関
わ
る
事
故

「
En
gi
ne

er
in
g 
Pr
ac
tic
e 
of
 R
isk

 A
ss
es
sm

en
t a

nd
 

M
an
ag
em

en
t」

確
率
的
手
法
の
適
用

最
近

１
０
年

の
動

き

(2
) G

eo
te
ch
ni
ca
l R

isk
 a
nd

 re
lia
bi
lit
yに

関
す
る
定

期
的
な
国
際
会
議
開
始

２
０
０
７
年

国
際
学
術
論
文
集

G
eo

ris
kの

刊
行

国
際
論
文
集
“
G
EO

RI
SK
”

最
近

１
０
年

の
動

き

（
３
）
２
０
０
９
年

IS
O
31
00

 「
Ri
sk
 m

an
ag
em

en
t  

–
pr
ac
tic
e 
an
d 
gu
id
el
in
es
」

２
０
１
０
年
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 Q
 3
10
00

「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ー
原

則
お
よ
び
指

針
」
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最
近

１
０
年

の
動

き

（
４
）
２
０
１
０
年

地
質
リ
ス
ク
学
会
発
足

地
質
リ
ス
ク
学
会
（
20
10

発
足
)

ま
と
め
ー
１

•
地
盤
工
学
分
野
は
、
安
全
率
法
、
観
測
施
工
で
伝

統
的
に
リ
ス
ク
回
避
を
行
っ
て
き
た
。

•
地
盤
工
学
分
野
に
お
け
る
リ
ス
ク
工
学
の
認
識
は
、

社
会

学
・
経

営
学

の
ビ
ジ
ネ
ス
分

野
の

応
用

と
し
て

導
入
さ
れ
た
。
２
０
０
５
年
国
際
会
議
時
と
基
本
概
念

は
今
も
変
更
な
い
。

•
最
近
１
０
年
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
４
つ
の
事
項

地
盤
工
学
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
例

研
究

委
員

会
の

活
動

か
ら

•
委
員
会
の
目
指
し
た
も
の

よ
り
広

範
に
社

会
シ
ス
テ
ム
と
の

係
り

か
ら
地
盤
工
学
の
リ
ス
ク
を
考
え
る

•
委
員
会

構
成

地
盤

工
学

の
専

門
家

法
律

・
訴

訟
・
保

険
の

専
門

家

•
成
果
：
地

盤
工

学
会

誌
講

座
連

載

（
20
11
.7
月

号
か

ら
掲

載
中

）
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講
座
「
地
盤
工
学
に
お
け
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

研
究
委
員
会
の
目
指
し
た
も
の

•
リ
ス
ク
回
避
・
配
分

法
体

系

経
済

シ
ス
テ
ム

保
険

制
度

人
命
の
安
全
・
財
産
の
保
全

法
体

系

経
済

シ
ス
テ
ム

保
険

制
度

技
術

講
座

の
構

成

２
章

リ
ス
ク
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

３
章

地
盤
工
学
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
中

山
氏

講
演

）

４
章

自
然
災
害
・
法
令
・
社
会
情
勢
等
の
変
遷
と
地
盤
リ

ス
ク

（
大

里
氏

講
演

）

５
章

地
盤
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム

６
章

裁
判
例
か
ら
み
た
地
盤
リ
ス
ク

（
薦

田
氏

講
演

）

７
章

契
約
と
地
盤
リ
ス
ク
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・ 地 盤 の 調 査 把 握

・ 地 盤 の 設 計 ・ 施 工 ・ 維 持 管 理

・ 自 然 災 害

・ 地 盤 環 境

・ 技 術 力 不 足 ・ ミ ス

2章
：
定
義
の
議
論

JIS
 Q
 3
10
00

に
よ
る
リ
ス
ク
の
定
義

目
的
に
対

す
る
不
確
か
さ
の
影
響

対
象

区
分

不
確

か
さ
の

原
因

地
盤

の
調

査
把

握

地
盤

本
来

の
不

均
一

性
，
地

盤
評

価
の

不
確

実
性

，
調

査
・
試

験
法

の
不

確
実

性
，
測

定
値

か
ら
設

計
値

を
決

定
す
る
際

の
不

確
実

性
，
デ
ー

タ
数

に
依

存
す
る
不

確
実

性

地
盤

の
設

計
・
施

工
・

維
持

管
理

計
算

式
の

精
度

，
調

査
･設

計
･施

工
法

の
調

和
，
施

工
精

度
，
施

工
中

の
防

災
措

置
，
周

辺
環

境
，
構

造
物

の
劣

化
，
社

会
・
経

済
情

勢
の

変
化

自
然

災
害

降
雨

，
地

震
，
火

山
噴

火
，
津

波
，
高

潮
，
高

波
，
土

砂
災

害
，
急

傾
斜

地
，
深
層
崩
壊
，
海
岸
・
堤
防
侵
食
，
洪
水
，
台
風
，
都
市
災
害

地
盤

環
境

地
下
水
，
土
壌
汚
染
，
温
暖
化
，
地
盤
沈
下

技
術

力
不

足
・

ミ
ス

地
盤

調
査

計
画

，
地

盤
評

価
，
地

盤
設

計
，
地

盤
に
係

る
施

工
な
ど
に

お
け
る
技

術
力

不
足

や
ミ
ス

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
原
則

道
路
事
業
の
地
盤
リ
ス
ク
事
例

•
予
期
せ
ぬ
イ
ベ
ン
ト

•
周
辺
地
域
へ
の
対
応

２
７
％

•
関
係
機
関
へ
の
対
応

２
３
％

•
予
期
せ
ぬ
地
質
条
件
へ
の
対
応

２
０
％

•
地
下
埋
設
物
へ
の
対
応

１
６
％
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最
大
の
事
業
遅
延
リ
ス
ク

•
設

計
段
階
に
お
け
る
「
ル
ー
ト
・
構
造
に
関
す
る
地

元
協
議
」

３
章
：
地
盤
工
学
の
視
点

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
対

策
被
害
抑
止
限

界

被
害
抑
止

M
it
i
ga
ti
o
n

被
害
軽

減
P
re
pa
re
d
ne
ss

防
災

の
限
界

巨
大
災
害

Ca
ta
s
tr
op
h
ic
 D
is
a
st
er

情
報
に

よ
る
対
処

（
シ
ス
テ

ム
・
運
用
）

あ
る
程

度
の
被
害

激
甚

な
被
害

無
被
害

外
力
の
大
き
さ

発生確率

文
献
か
ら
み
た
地
盤
リ
ス
ク
の
分
類

斜
面
, 1
6

ト
ン
ネ
ル
, 6

杭
, 3

地
下
構

造

物
, 2

人
工

地
盤
, 2

河
川
, 1

ダ
ム
, 1

基
礎

地
盤
, 1

４
章
：
自

然
災

害
、
法

令
、
技

術
の

進
展

知
識

波
紋

常
に
拡

大

10
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5章
：
社
会
シ
ス
テ
ム
と
の
関
連

•
概

論
保

険
と
補

償

法
体

系

経
済

シ
ス
テ
ム

保
険
制
度

技
術

5章
：
保
険
制
度

05101520253035

01234567

支払件数（件）

支払保険金（億円）

支
払

年
度

(3月
末

現
在

)

保
険

の
支

払
実

績

（
注
）
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
、
全

国
上
下
水
道
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
協
会
、
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
同

組
合
、
農
業
土
木
事
業
協

会
に
お
け
る
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
賠
償

保
険
の
支
払
実
績
よ
り

①
荷
重

・
安
定

の
計
算

，
支
持

力
・
構

造
設
計

で
ミ
ス

②
座
標

，
標
高

，
勾
配

，
ク
リ

ア
ラ
ン

ス
，
レ

イ
ア
ウ

ト
を
間

違
う

③
配
筋

要
領
，

配
筋

図
作
成

で
ミ
ス

④
既

存
構

造
物
，

支
障

物
の
調
査

不
足

⑤
落

橋
防

止
シ
ス

テ
ム

の
忘
れ

⑥
地

質
，

地
下
水

調
査

の
不
足
，

精
度
の

悪
さ

な
ど

⑦
そ

の
他

2
6% 20

%

2
0%

5
%

4%2%

23
%

【
ミ

ス
の

主
な

原
因
】

・
専

門
技

術
の

知
識
不

足
・

判
断

能
力
の

不
足

・
検

査
，

検
討

の
不
良

・
作

業
要

領
・

手
順
の

悪
さ

・
管

理
不

良
・

不
注

意
（
ヒ

ュ
ー
マ

ン
エ
ラ

ー
）

保
険

支
払

の
原

因

11
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工
事
振
動

5
7
.
9
%

工
事
騒
音

0
.
8
%

交
通
騒
音

1
.
8
%

水
枯
渇

9
.
0
%

水
汚
濁

1
.
6
%

地
盤
変
動

1
2
.
3
%電

波
障
害

7
.
9
%

日
照
阻
害

4
.
7
%

そ
の
他

4
.
0
%

事
業

損
失

の
累

計
別

割
合

050
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

3,
00

0

3,
50

0

4,
00

0

4,
50

0

5,
00

0

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

80
0

90
0

10
00

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

被補償者数（人）

処理件数・一人当り補償額（万円）

事
業
損
失
処

理
の
推
移
（
年
）

振
動

被
害

処
理
件
数

地
盤

変
動

処
理
件
数

振
動

被
害

1人
補
償
額

地
盤

変
動

1人
補
償
額

振
動

被
害

被
補
償
者

数

地
盤

変
動

被
補
償
者

数

事
業

損
失

の
処

理
の

状
況

6章
：
訴
訟
事
例

法
体

系

技
術

７
章

：
契

約
と
G
BR

•
契

約
約

款
：
リ
ス
ク
分

担
ル

ー
ル

の
規

定

•
G
BR

：
地

盤
情

報
に
関

す
る
リ
ス
ク
分

担
手

段

（
訴

訟
費

用
の

削
減

）

経
済

シ
ス
テ
ム

技
術

12
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05101520253035

① 誤 謬 ・ 脱 漏

② 不 明 確 表 示

③ 現 場 不 一 致

④ 予 測 不 可 能

⑤ 発 注 者 指 示

⑥ 着 手 不 可 能

⑦ 設 計 照 査 外

理由別の発生割合(%)

変
更
申
請

( 却
下

16
.4

%
)

一
部
承
認

(1
6.

6%
)

全
額
承
認

(6
7.

0%
)

20
07

.4
～

20
08

.9
の

5 億
円

以
上

の

公
共

土
木

工
事

42
4 件設
計
変
更
の

理
由

設
計
変
更
金
額
の
割
合

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

4
5

-30～-20%

-20～-10%

-10～0%

0%

0～10%

10～20%

20～30%

30～40%

40～50%

50～60%

60～80%

80～90%

設
計

変
更

額
／

当
初

契
約

額

実績割合(%)

2
0
0
8
.4
～
2
0
0
9
.3
の
2
億

円
以

上
の
公
共

港
湾

工
事

1
7
9
件

単
純
平

均
：
8
.0
%

減
額
変

更
さ
れ

た
ケ
ー

ス
も
１
0
%
程

度
あ
っ
た

発
注

者
に
よ
る

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

の
設

定

応
札

者
に
よ
る

入
札

額
の

検
討

施
工

時
の

実
際

と
設

定
値

と
の

関
係

に
お
け
る
リ
ス
ク
負

担

厳
し
く
設

定
対

策
費

用
を
高

く
見

込
む
た
め
入
札
額
が
高
く

な
る

設
定

よ
り
実

際
が

緩
い
場

合
，
安

く
済

む
の

で
受
注
者
有
利

緩
く
設

定
対

策
費

用
を
少

な
く
見

込
む
た
め
入
札
額
が

低
く
な
る

実
際

が
設

定
値

を
超

え
な
い
場

合
，
変

更
の

必
要

が
な
い
た
め
発

注
者

有
利

実
際

が
設

定
値

を
超

え
る
場

合
，
発

注
者

が
変

更
増

額
費

用
を
支

払
う
た
め
受

注
者

有
利

G
BR

の
活
用

ま
と
め
ー
２

•
活
動
目

標
：
広

範
な
社

会
シ
ス
テ
ム
と
地

盤
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

関
わ

り

•
訴

訟
・
保

険
等

の
専

門
家

と
の

協
働

•
リ
ス
ク
の

定
義

•
保
険
・
補

償
の

事
例

•
設
計
変

更

•
G
BR

の
活

用

13
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２
０
１
１
年
の
地
盤
災
害
と

地
盤

災
害

低
減

へ
の
方
策

•
東

日
本
大
震
災

•
台

風
12

号

•
地

盤
工

学
と
法

整
備

東
日

本
大

震
災

（
撮

影
：
伊

藤
和

也
氏

）

（
撮

影
：
伊

藤
和

也
氏

）
（
撮

影
：
伊

藤
和

也
氏

）

14
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東
日
本
大
震
災
が
提
起
し
た
こ
と

•
（
a）
海
溝
型
地
震
の
怖
さ
：

希
少
頻
度
の
大
規
模
地
震

長
時
間
震
動
が
継
続

広
域
多
所
被
害

地
殻
変
動
：
惑
星
運
動
へ
の
影
響

•
東
日
本
大
震
災
（
M
9.
0)

地
軸

17
ｃ
ｍ
変
化

自
転
速
度

1.
8

m
ic
ro
se
co
nd

s速
ま
る

•
チ
リ
地

震
（
M
8.
8)

地
軸

8ｃ
ｍ
変
化

自
転
速
度

1.
26

m
ic
ro
se
co
nd

s速
ま
る

•
ス
マ
ト
ラ
地
震

（
M
9.
1)

地
軸

7ｃ
ｍ
変
化

自
転
速
度

6.
8

m
ic
ro
se
co
nd

s速
ま
る

東
日
本
大
震
災
が
提
起
し
た
こ
と

•
（
b）

公
共
構
造
物
の
安
全
性
レ
ベ
ル
と
私
有
財
産
の
安

全
性
レ
ベ
ル
の
落
差

最
新
の
技
術
基
準
に
準
拠
し
て
設
計
さ
れ
た
多
く

の
公

共
構
造
物
の
被
害
は
皆
無
か
あ
っ
て
も
軽
微

耐
震

技
術
の
有
効
性
が
確
認

戸
建
て
住
宅
等
の
私
有
財
産
の
安
全
性
レ
ベ
ル

の
低

さ

15
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宅
造
地
被
害

液
状

化
被

害

東
日
本
大
震
災
が
提
起
し
た
こ
と

•
（
c）
シ
ス
テ
ム
の
機
能
障
害
と
BC

Pの
重
要
性
：

•
付
帯
設
備
の
被
害
に
よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
全
体
の
機

能
障
害

•
シ
ス
テ
ム
安
全
性
・
事
業
継
続

性
(B
CP

)の
視
点
の

重
要
性

JR
東

日
本

16
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JR
東

日
本

東
日
本
大
震
災
が
提
起
し
た
こ
と

•
（
d）

法
体

系
の

整
備

の
必

要
性

：

•
過
去

の
災

害
経

験
は

、
迅

速
な
る
防

災
関

連
法

令
の
整
備
を
促
し
て
き
た
。

•
持
続

的
に
安

全
な
基

盤
整

備
を
保

証
す
る
法

整
備

が
必

要
。

災
害

と
法

整
備

•
１
９
９
９
年

広
島
県
集
中
豪
雨

「
土
砂
災
害
」

２
０
０
０
年
土
砂
災
害

防
止
法

•
２
０
０
４
年
新
潟
県
中
越
地
震

•
２
０
０
５
年
福
岡
県
西
方
沖
地
震

２
０
０
６
年
宅
地
造
成

地
等
規
制
法
改
正

今
回
の
大
災
害
の
経
験
か
ら
の
法
律
議
論
が
見
え
て

こ
な
い
！

提
起

し
た
こ
と

•
海
溝
型

地
震

の
怖

さ

•
公
共
構
造
物
の
安
全
性
レ
ベ
ル
と
私
有
財
産
の
安

全
性
レ
ベ
ル
の
落
差

•
シ
ス
テ
ム
の
機
能
障
害
と
BC

P(
事

業
継

続
計

画
)の

重
要

性

•
法
体

系
の

整
備

の
改

善

17
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台
風

１
２
号

18
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台
風

１
２
号

が
提

起
し
た
こ
と

•
想

定
外
の
降
雨
量
、
平
成
最
悪
の
人
的
被
害

降
雨
：
総
雨
量
１
８
０
０
ｍ
ｍ
超
え

被
害
：
死
者
62

名
、
行
方
不
明
43

名

（
9月

12
日
現
在
）

•
都
道
府
県
、
市
町
村
依
存
の
判
断
、
機
能
せ
ず

•
警
戒
区
域
指
定
の
遅
れ
：
2割

が
未
指
定
（
65

,0
00

箇
所
）

住
民
合
意
の
遅
れ

財
産
権
の
制
限

防
災
へ
の
法
整
備
プ
ロ
セ
ス

（
一

事
例

）

１
９
９
９
年

広
島
県
集
中
豪
雨

「
土

砂
災

害
」
か

ら

土
砂

災
害

防
止

法
制

定
を
例

に

19
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新
聞
報
道
を
追
跡
し
て
み
る
と

中
国
新
聞
６
月
３
０
日
朝
刊
（
災

害
発

生
）

•
活
発
化
し
た
梅
雨
前
線
の
東
上
に
伴
い
、
中
国
地

方
は
２
８
日
深
夜
か
ら
２
９
日
夜
に
か
け
、
広
範
囲

に
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
各
地
で
山
崩
れ

や
家
屋

流
失

が
相

次
ぐ
中

、
広

島
県

内
の

被
害

は
広

島
、
呉
両
市
を
中
心
に
拡
大
し
、
３
０
日
午
前
零
時

現
在

、
９
人
が
死
亡
、
２
１
人
が
行
方
不
明
に
。

•
夜
間
の

救
出

は
進

ま
ず
、
被

害
は

時
を
追

う
ご
と
に

深
刻
化

、
過
去
十
年
間
で
最
悪

の
豪

雨
禍

の
様

相
を
呈

し
て
き
た
。

７
月

１
日

朝
刊

（
専
門
家
調
査
）

•
専
門
家
は
ど
う
み
る
か
。
３
０
日
、
広
島
市
内
の
被
災

現
場

を
視

察
し
た
建
設
省
土
木
研
究
所
の
南
哲
行
・
砂

防
研

究
室

長
は

「
地

質
を
詳

し
く
調

べ
て
み

る
必

要
が

あ
る
」
と
指
摘
。
広
島
市
佐
伯
区
観
音
台
三
丁
目
の
団

地
に
面
し
、
土
砂
崩
れ
し
た
傾
斜
地
を
調
査
し
た
広
島

工
業
大
学
環

境
学

部
の

菅
雄

三
教

授
は

「
広

島
市

近
辺
の
土
質
は
、
花
こ
う
岩
が
風
化
し
て
で
き
た
ま
さ
土
が

多
く
、
集
中
豪
雨
も
重
な
っ
た
。
水
が
流
れ
る
谷
や
沢

も
点
在
し
て
お
り
、
事
前

に
土
砂

崩
れ
を
細
か
く
予
見

す
る
の

は
難

し
い
」
と
分

析
し
た
。

７
月

１
日

夕
刊
（
被
災
者
支
援
）

•
集
中
豪

雨
の

被
災

地
視

察
の

た
め
広

島
県

を
訪

れ
た
関
谷
勝
嗣
建
設
相
は
３
０
日
、
同
県
に
対
し
、
被

災
者

生
活

再
建

支
援

法
に
基
づ
く
支
援
金
支
給
制

度
を
適
用
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

•
関
谷

建
設

相
は

激
甚

災
害

特
別

財
政

援
助

法
の

適
用
に
も
前
向
き
な
考
え
を

示
し
た
。

20
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７
月

２
日

朝
刊

（
法
整
備
の
指
示
）

•
小
渕
首
相
は
、
３
０
日
に
政
府
調
査
団
の
団
長
と
し

て
広
島
県
を
視
察

し
た
関
谷
勝
嗣
国
土
庁
長
官

（
建
設
相
）
の
報
告
を
受
け
、
「
急
傾
斜
地
で
の

災

害
の
深
刻
さ
を
知
ら
さ
れ
た
」
と
し
て
、
急
傾
斜
地
で

の
家
屋
建
設
を
制
限

す
る
た
め
の

法
整
備
を
検
討

す
る
よ
う
指

示
し
た
。

７
月
１
５
日
朝
刊
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）

•
災
害
直
後
の
３
０
日
、
被
災
地
を
視
察
し
た
関
谷

勝
嗣

建
設

相
は

、
「
今

後
は

最
低

限
の

安
全

を
確

保
し
な
い
限

り
、
宅

地
造

成
を
制

限
す
べ

き
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
、
省
内
に
土

砂
災

害
対

策
の

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
し

た
。

７
月

１
７
日

朝
刊
（
学
会
調
査
・
提
言
）

•
'9
9/
7/
17

朝
刊

•
土

木
学
会
の
広
島
県
土
砂
災
害
緊
急
調
査
団

（
団
長
・
福
岡
捷
二
広
島
大
工

学
部
教
授
）
の
福
岡

団
長
ら
４
人
が
１
６
日
、
県
庁
で
記
者
会
見
し
、
調
査

結
果
速
報
を
公
表
し
た
。
原
因
を
「
短
時
間
で
の
急

激
な
雨

量
と
、
ま
さ
土

と
い

う
崩

壊
し
や

す
い
土

壌
条
件
が
重
な
っ
た
」
と
分
析
。
自
治
体
の
地
域
防
災

計
画

の
見

直
し
や

、
住
民
の
自
主
避
難
シ
ス
テ
ム

の
確

立
な
ど
を
提
言
し
た

７
月

１
７
日

朝
刊
（
学
会
調
査
・
提
言
）

•
さ
ら
に
、
土
石
流
や
斜
面
崩
壊
の
危
険
個
所
を
示
す
だ

け
で
な
く
、
災
害
発

生
時
の
土
砂
や
土
石
流
の
到
達

範
囲

を
明

ら
か

に
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

も
自

治
体

に
求

め
て
い
る
。

•
住
民
に
も
①
自
宅
周
囲
の
地
形
や
地
質
、
災
害
発
生

限
界
雨
量
な
ど
の
把
握

と
雨
量
計
の
設
置
②
自
主
避

難
場

所
の
確
保
と
行
政
と
一
体
と
な
っ
た
情
報
伝

達
シ

ス
テ
ム
の
確
立
③
避
難
訓
練
な
ど
に
よ
る
防
災
意
識

の
高
揚

―
な
ど
を
提
言
し
た
。

•
＜

ソ
フ
ト
対

策
を
提

言
＞

21
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７
月

２
０
日

朝
刊
（
学
会
調
査
・
提
言
）

•
土

木
や

環
境

の
専

門
家

で
つ
く
る
「
砂
防
学
会
」
の

広
島
土
砂
災
害
緊
急
調

査
団

（
団
長
・
海
堀
正
博

広
島
大
助
教
授
、
七
人
）
が
十
九
日
、
六
・
二
九
豪

雨
災
害
の
広
島
市
佐
伯
区
内
の
被
災
地
三
カ
所
を

調
査

し
、
こ
れ

ま
で
の

広
島

、
呉

両
市

で
の

現
地

調
査
と
総
合
し
た
中
間
結
果
を
発
表
し
た
。

７
月

２
０
日

朝
刊
（
学
会
調
査
・
提
言
）

•
土
砂
崩
れ
の
発
生
場
所
と
局
地
的
に
豪
雨
と
な
っ

た
地
域
が
重
な
り
「
土
石

流
や
が
け
崩
れ
の
発
生

に
豪
雨
が
強
く
影
響
し
た
」
と
指
摘
。
早
急
に
危
険

個
所

を
点

検
し
て
防

災
施

設
を
整

備
す
る
こ
と
や

、
長
期
的
に
は
、
土
地
利
用
に

お
け
る
防
災
面
へ
の

配
慮

、
雨

量
観

測
網

の
充

実
な
ど
を
提

言
し
た
。

•
＜
ハ
ー
ド
対

策
＋

ソ
フ
ト
対

策
＞

土
砂
災
害
防
止
法
の
歩
み
（
１
９
９
９
）

国
交

省
HP

•
６
月
２
９
日

災
害
発
生

•
７
月
８
日

建
設
省
防
災
国
土
管
理
推
進
本
部
開

催
「
総
合
的
な
土
砂
災
害
対
策
に
関
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の

設
置

を
決

定

（
１
１
月

建
設
大
臣
が
河
川
審
議
会
に
諮
問
）

土
砂
災
害
防
止
法
の
歩
み
（
２
０
０
０
）

•
２
月

４
日

河
川

審
議

会
答

申
災

害
発

生
か

ら
７
ケ
月

「
総
合
的
な
土
砂
災
害
対
策
の
た
め
の
法
制
度

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

•
３
月

１
４
日

閣
議

決
定

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害

防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」

（
第

１
４
７
国

会
に
提

出
）

•
４
月

１
８
日

参
議

院
可

決
•
４
月

２
７
日

衆
議

院
可

決
•
５
月

８
日

法
律

公
布

災
害

発
生

か
ら
１
０
か

月
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衆
議
院
の
議
論

（
国
会

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
）

•
４
月
２
１
日

建
設
委
員
会
に
て
大
臣
に
よ
る
趣
旨

説
明
の
み

•
４
月
２
６
日

審
議
お
よ
び
採
決

政
府

参
考

人
河

川
局

長
竹

村
公

太
郎

•
４
月
２
７
日

議
院
運
営
委
員
会

衆
議
院
本
会
議

議
論

：
砂

防
三

法
ハ

ー
ド
対

策
土

砂
災

害
防

止
法

ソ
フ
ト
対

策

砂
防

３
法

砂
防
法

明
治
３
０
年

地
す
べ
り
等
防
止
法

昭
和
３
３
年

急
傾
斜
地
法

昭
和
４
４
年

土
砂
災
害
防
止
法
の
歩
み
（
２
０
０
１
）

＜
政
省
令
の
整
備
＞

•
３
月
２
８
日

施
行
令
公
布

（
＋
告
示
）

•
３
月
３
０
日

施
行
規
則
制
定

•
４
月
１
日

法
律
施
行

•
７
月
９
日

土
砂
災
害
防
止
対
策
基
本
指
針
制
定

土
砂
災
害
防
止
法
の
歩
み
（
２
０
０
２
）

•
３
月
３
１
日

広
島
県
に
お
い
て
、
全
国
初
の
土
砂

災
害
警

戒
区

域
等

の
指

定
を
実

施

•
災
害
発
生
か
ら
２
年
９
か
月

23
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災
害
発
生
か
ら
防
災
法
整
備
ま
で

•
災
害
発
生

報
道

•
政
治
判
断

学
会

調
査

・
提

言

•
担
当
省
の
専
門
家
チ
ー
ム

•
審

議
会

（
専

門
家

含
む
）

•
立

法
（
国

会
質

疑
）

•
政

省
令

整
備

（
省

の
専

門
家

）

•
法
律
施
行

•
行
政
現
場

実
施

法
整
備
に
お
け
る
技
術
者
の
関
与

•
立
法

過
程

災
害

調
査

・
提

言
審
議
会

（
国

会
質

疑
：
政

府
参

考
人

）
施

行
令

（
技

術
基

準
）
作

成
告

示
（
計

算
式

）
作

成

•
法
律
適
用
過
程

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
等

•
土

砂
災

害
防

止
法

：
災

害
か

ら
立

法
ま
で
の

プ
ロ
セ

ス
を
確
認
（
立
法
府
議
論
は
、
極
め
て
短
時
間
）

•
地

盤
リ
ス
ク
に
関
す
る
法
整
備
に
関
わ
る
地
盤
専

門
家
の
役
割
は
限
定
的
？

•
台
風
１
２
号
の
土
砂
災
害
は
な
ぜ
防
止
で
き
な
か
っ

た
の
か
？
法
体
系
の
検
証
が
必
要
。

新
た
な
地
盤
リ
ス
ク
の
課
題

•
地
盤
災

害
発

生
か

ら
関

連
法

律
作

成
ま
で
の

経
緯

を
、
被
害
状
況
、
報
道
、
当
時
の
技
術
情
報
と
の
関

連
で
詳
細
に
追
跡
し
て
、
我
が
国
に
お
け
る
防
災
関

連
法
律

の
立

法
過

程
、
法

律
の

適
用

実
態

を
明

ら
か

に
す
る
必

要

•
災
害
関
連
法
律
に
よ
っ
て
人
的
被
害
は
減
少
し
て

い
る
の

か
の

検
証

が
必

要

24
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新
た
な
研
究
課
題

（
１
）
最

新
の

技
術

情
報

を
ど
の

よ
う
に
立

法
過

程
に

反
映

で
き
る
の

か
（
２
）
地

盤
技

術
者

が
ど
の

よ
う
に
立

法
へ

の
寄

与
が

行
え
る
の

か
（
３
）
地
盤
リ
ス
ク
回
避
に
む
け
て
安
心
・
安
全
な
国
土
形

成
に
向
け
て
現
行
の
防
災
法
体
系
に
お
け
る
改
定

項
目

を
列

挙
（
４
）
実
現
の
た
め
の
立
法
・
行
政
・
地
盤
技
術
者
の
協

同
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
を
提
示

立
法

と
の

協
働

•
協
力
体

制
の

構
築

が
急

務

•
特
に
‘
政
治
指
導
’
の
も
と
で
、
立
法
と
技
術
専
門
家

と
の

協
働

シ
ス
テ
ム
が

必
要

•
立
法
過
程
で
の
貢
献

•
法
律
施

行
後

の
貢

献

ま
と
め
ー
３

•
地

盤
防
災
に
関
す
る
科
学
・
技

術
の
進
歩
が
国
民

生
活
レ
ベ
ル
に
貢
献
す
る
に
は
、
法
整
備
ま
で
の

議
論
が
必
要
（
リ
ス
ク
の
予
防
）

•
地

盤
「
工
学
」
分

野
、
地

盤
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

新
た
な
研
究
課
題

•
立

法
と
ど
の

よ
う
に
協

働
す
る
か

課
題
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地
盤
工
学
と
地
盤
リ
ス
ク
対
応

川
崎
地
質
株
式
会
社

中
山
健
二

内
容

1.
地
盤
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
定
義
・
概
念

2.
地
盤
リ
ス
ク
の
概
念

3.
地
盤
リ
ス
ク
対
応

（
事
前
対
策
・
事
後
対
策
，
ソ
フ
ト
対
策
・
ハ
ー
ド
対
策
）

4.
事
業
の
各
段
階
で
発
生
す
る
地
盤
リ
ス
ク
の
実
態

（
事

例
収

集
・
区

分
・
実
態

分
析

）

5.
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
例
（
学
会
・国

・
地
震
災
害
）

6.
ま
と
め

１
．
地

盤
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

定
義

・
概

念

委
員
会
で
の
リ
ス
ク
の
定
義

「
目

的
に
対

す
る
“
地
盤
に
関
す
る
”
不
確
か
さ
の
影
響
」

20
10
.9

Ｊ
ＩＳ

Ｑ
31
00
0に

示
さ
れ
た
定
義

リ
ス
ク
⇒
「
目

的
に
対
す
る
不
確

か
さ
の

影
響
」

社
会

資
本

整
備

（
例

）
調

査
・
設

計
・
施

工
に
影

響

費
用

・
期

間
・
品

質
に
悪

影
響

組
織

や
事

業
内

容
に
応
じ
て
設
定

・
社

会
資

本
整

備
・
国

民
の

生
命

・
財

産
の

保
全

地
盤
リ
ス
ク

•
委
員
会
で
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
定
義

「
地

盤
リ
ス
ク
に
つ
い
て
，
組
織
を
指
揮
統
制
す
る
た
め

の
調
整
さ
れ
た
活
動
」

20
10
.9

Ｊ
ＩＳ

Ｑ
31
00
0に

示
さ
れ
た
定
義

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

⇒
「
リ
ス
ク
に
つ
い
て
，
組

織
を
指
揮

統
制

す
る
た
め

の
調
整
さ
れ
た
活
動
」

地
盤
に
関
す
る
不
確
か
さ
を
適
切
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

1
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２
．
地
盤
リ
ス
ク
の
概
念

地
盤
に
関
連
す
る
不
確
か
さ
？

・
地
盤
の
調
査
把
握

・
地
盤
の
設
計
・
施
工
・維

持
管
理

・
自
然
災
害

・
地
盤
環
境

・
技
術
力
不
足
・
ミ
ス

好
ま
し
い

結
果

好
ま
し
く

な
い
結
果

目
的

に
対

す
る

結
果

地
盤

リ
ス
ク

⇒
想
定
外
の
地
盤
の
出
現
な
ど
地
盤
の
不
確
か
さ
に
起
因

３
．
地
盤
リ
ス
ク
対
応

ソ
フ
ト
対
策


技

術
者

を
対

象

•
教

育
訓

練
，
資

格
制

度

•
設

計
マ
ニ
ュ
ア
ル

整
備

•
組

織
の
連
携


住

民
を
対

象

•
教

育
訓

練
・広

報


そ
の
他

・
保

険
・訴

訟
・契

約
他

ハ
ー
ド
対

策


事

前
対

策

・
構
造
物
強
化
，
工
学
技
術
適
用

・
信

頼
性

設
計

，
性

能
設

計

・
ﾘｽ

ｸ
事

例
集

積
と
類

型
化

・
適

正
な
地

盤
調

査
・試

験
実

施


事

後
対

策

・
工
学
技
術
の
適
用

・
原

形
復

旧
か

ら
強

化
復

旧
移

行


ソ
フ
ト
対

策
・
ハ

ー
ド
対

策


事
前

対
策

・
事

後
対

策
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

た
め
に
は

バ
ラ
ン
ス
良
く
対
応

事
前
対
策
（
ﾘ
ｽ
ｸ
顕
在
化
前
）


調
査
・
設
計
・
施
工
技
術

•
合
理
的
な
構
造
物
強
化

•
入
念
な
調
査
と
結
果
の
評
価

•
高
度
か
つ
慎
重
な
工
学
的
判
断

•
性

能
規

定
型

設
計

•
物

性
値

の
統

計
処

理

•
リ
ス
ク
事
例
の
集
積
と
類
型
化

•
適
正
な
質
・量

の
調
査
・試

験

事
後

対
策
(ﾘ
ｽ
ｸ
顕
在
化
後
)

（
応
急
・
恒
久
対
策
）


設

計
・
施
工
技
術

・
地

盤
改

良
技

術

・
補

強
盛

土
技

術

・
法

面
補

強
技

術

・
地

下
水

対
策

技
術


ソ
フ
ト
対

策
・
ハ

ー
ド
対

策


事
前

対
策

・
事

後
対

策
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

た
め
に
は

バ
ラ
ン
ス
良
く
対
応

４
．
事

業
の

各
段

階
で
発

生
す
る
地

盤
リ
ス
ク
の

実
態

ア
プ
ロ
ー
チ

最
新
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
例
研
究
活
動
成
果

（
第
1回

地
質
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
例
研
究

発
表

会
，
他
）

事
例

収
集

→
分
類
・整

理
・
・
・３

２
事
例

事
例
に
診
る
地
盤
リ
ス
ク
の
事
態

•
工
事
別

分
類

•
事
業
の

段
階

別
分

類

2
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地
盤
リ
ス
ク
事
例
の
分
野
別
構
成

斜
面
, 1
6

ト
ン
ネ
ル
, 6

杭
, 3

地
下

構
造

2

人
工

地
盤
2

河
川
, 1

ﾀ
ﾞﾑ
, 1

基
礎

地
盤

1

事
業

の
各

段
階

で
発

生
す
る
地

盤
リ
ス
ク
の

実
態

収
集

事
例

の
工

事
・
事
業

段
階

区
分

調
査

設
計

施
工

維
持

管
理

計

斜
面

3
10

3
16

ト
ン
ネ
ル

5
4

4
13

杭
2

2
4

地
下

構
造
物

1
1

2
人

口
地
盤

2
2

河
川

1
1

ダ
ム

1
1

基
礎
地
盤

1
1

計
12

8
14

6
40

段
階

リ
ス
ク
の
認
識
・発

現
内
容

調
査


事
業
計
画
地
や
隣
接
地
に
地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ
ク
や
断
層
破

砕
帯

，
軟

弱
地

盤
の

分
布

等
の
地

質
的
問

題
点
（
共
通

）


地
山

区
分

，
支

持
層

な
ど
の
地
盤
区
分
な
ど
構
造
物

の
目

的
や

機
能

上
の

問
題

点
（
共
通
）

設
計


地
盤

情
報

の
バ

ラ
ツ
キ
や

不
確
実

性
に
よ
る
設
計
上

の
物

性
値

に
関

す
る
問

題
点

（
共
通
）


経

験
式

に
よ
る
設

計
定

数
の
問
題
点
（
共
通
）

施
工


工

事
中

に
発

生
し
た
地

盤
破

壊
や
変

状
に
よ
る
地
質
的

問
題

点
，
予
測
地
盤
と
の
乖
離
（
斜
面
，
ト
ン
ネ
ル
，
ダ
ム
）
に

伴
う
，
追

加
調

査
，
対

策
工

事
，
工

事
の

一
部
変

更
，
工

期
の

遅
延

等
の

問
題

点

維
持

管
理


地

盤
や

地
下

水
環

境
の

変
化
に
よ
る
構
造

物
の
機

能
や
安

定
問

題
（
斜

面
，
地

下
構

造
物

）


人
工
地
盤
上
で
の
建
屋
の

変
状
（
沈

下
・
変

形
）
問
題

５
．
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
事
例
（
①
地
質
リ
ス
ク
学
会
）

地
質
リ
ス
ク
学
会
の
定
義

「
地
質
に
係
わ
る
事
業
リ
ス
ク
」


事

例
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
分

類
・
効

果
を
整
理

・
評
価

各
種

費
用

の
概

念
と
整

理
区

分

I：
当

初
事

業
費

Ｆ
：
最

終
事

業
費

（
実

績
事

業
費

）

Ｅ
：
想

定
事

業
費

想
定

事
業

費

タ
イ
プ
１
：
地

質
リ
ス
ク
を
適

切
に
評

価
し
て
事

業
費

を
抑

え
た
場

合
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

き
な
か

っ
た
時

の
想

定
事

業
費

タ
イ
プ
２
：
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
ず
事

業
費
が

増
大
し
た
場

合
で
，

適
切

に
評

価
し
た
場

合
の

想
定

事
業

費

主
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

例
研

究
内

容

事

例
を
リ
ス
ク
区
分

（
回

避
・
発

現
・
最

小
に
回
避

・
そ
の
他

）

3



4

事
業

費
の

増
減

と
ケ
ー
ス
区

分

Ｉ
：
当

初
事

業
費

Ｆ
：
最

終
事

業
費

（
実

績
事

業
費

）

Ｅ
：
想

定
事

業
費

ケ
ー
ス
区

分
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
効

果
の
評

価

②
道
路
事
業
に
よ
る
費
用
増
加
影
響
リ
ス
ク
マ
ト
リ
ク
ス

（
JIC

E
RE

PO
RT

）
20

04
よ
り

平 均 増 加 費 用

大
80 億 円 以 上

（
用

地
）
予

算
措

置
対

応
（
設

計
）
環

境
対

策
に
関

す
る
協

議
(工

事
)予

期
せ

ぬ
地

質
変

化
，
地

下
埋

設
物

(工
事
)周

辺
住

民
対

応

中
80 億 円 未 満

（
設

計
）
自

然
環

境
協

議

（
工

事
）
近

接
構

造
物

，
自

然
災

害
，
予

算
措

置
変

更

（
測

量
）
ル

ー
ト
変

更
，
構

造
変

更
で
再

測
量

（
設

計
）
関

係
機

関
調

整
，

埋
蔵

文
化

財
協

議

（
設

計
）
ル

ー
ト
・
構

造
に

関
す
る
地

元
協

議
（
用

地
）
交

渉
難

航
(工

事
)関

係
機

関
対

応

小
10 億 円 未 満

（
設

計
）
新

た
な
開

発
計

画
協

議
（
用

地
）
社

会
状

況
の

変
化

（
工

事
）
事

故
，
法

令
変

更
，

社
会

状
況

変
化 小

中
大

5件
未

満
20

件
未

満
20

件
未

満

発
生

確
率

（
18
4工

区
）

６
．
ま
と
め

①
地

盤
に
問

題
が

あ
り
，
大

規
模

な
掘
削

を
伴

う
よ
う
な
工

事
で
は

，
リ
ス

ク
発

現
の
可
能
性
が
高
く
，
一
旦
，
不
具
合
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応

は
困
難
で
，
高
い
コ
ス
ト
と
工
期
延
長
が
必
要
と
な
る

②
工
事
目
的
に
対
応
し
て
い
な
い
地
盤
調
査
は
，
調
査
数
量
を
増
や
し
て

も
リ
ス
ク
は

回
避

，
低

減
で
き
ず
，
不
経
済
な
設
計
と
な
る
場
合
が
あ
る

③
地

盤
リ
ス
ク
は

発
注

者
・
設

計
者
・
施
工

者
で
共
通

認
識
（
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
）
し
て
回
避
す
る
必
要
が

あ
る

④
地
震
に
よ
る
地
盤
リ
ス
ク
を
評
価
し
て
，
リ
ス
ク
対
応
が
行
わ
れ
た
箇

所
は

，
被

害
軽

減
に
有

効
（リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

重
要

性
再

認
識
）

⑤
地
盤
リ
ス
ク
と
共
存
す
る
た
め
に
は
，
一
層
の
事
例
収
集
・
分
析
と
バ
ラ

ン
ス
の

良
い
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
対

応
が

急
が
れ

る

4
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1

自
然

災
害

・
法

令
・
社

会
情

勢
等

の
変

遷
と

地
盤
リ
ス
ク

>
地
震
災
害
と
耐
震

基
準

・法
規
等

の
変

遷
を
中
心

と
し
て

株
式
会
社

土
質
リ
サ
ー
チ

大
里

重
人

20
11

年
10

月
21

日
地
質
リ
ス
ク
学
会
講
演
資
料

講
演

の
フ

レ
ー

ム


歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と


災
害
の

歴
史

と
対

策
等
の

変
遷


対
策
等
の
変
遷
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と


想
定
外

？

ま
と
め

歴
史

か
ら

学
ぶ

こ
と


な
ぜ
基
準
や
規
格
が
必
要
に
な
っ
た
の
か
？


ど
の

よ
う
な
過
程

の
中

で
基
準

や
規
格

が
策

定
さ
れ

て
き

た
の
か
？


基
準
や
規
格
が
成
立
し
た
背
景
を
理
解
し
て
お
か
な
い
と
、

設
計
や
施
工
を
実
施
し
た
構
造
物
が
被
災
し
た
場
合
の
、

終
局
図
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
し
、
何
を
ど
の
よ
う
に
調
査
し

た
ら
良
い
か
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。


過
去
の
出
来
事
と
連
携
し
た
理
解
が
必
要
！

規
格

・
法

律
の

改
正

等
へ

影
響

を
与

え
た

社
会

・
経

済
の

動
き

と
災

害
・

事
件

等

十
勝
沖
地
震

(M
7.

9）

川
崎

ロ
ー
ム
斜

面
崩
壊

実
験
事

故

1



2

人
口

世
帯

数
の

推
移
(事

例
:東

京
郊

外
)

資
料

生
活
文
化
部
市
民
課

・
東
京
府
統

計

注
昭
和

30
(1

95
5)

年
以
前
は
町
の
合
併

町
村
の

合
計

注
1)

  
  
昭
和

36
(1

96
1)

年
ま
で
は
食
糧
配
給
台
帳
に
よ
る
人

口

大
正

関
東
地
震

人
間
が
い
な
け
れ
ば
災
害
は

起
き
な
い
し
、
基
準
も
必
要
な

い
し
、
人
間
が
少
な
け
れ
ば

被
害
の
程
度
も
小
さ
く
記
録

さ
れ

る
。

地
目

別
土

地
面

積
の

推
移
(前

事
例

と
同

様
：

東
京

郊
外

）
（
市
民
部
資
産
税
課
固
定
資
産
概
要
調
書
）

災
害

対
策

基
本

法
※

昭
和

3
4
年

伊
勢

湾
台

風
→

昭
和

34
年

災
害
基
本
法
制
定
着
手

→
昭

和
35

年
災
害
対
策
の
整
備
及
び
推
進
に
関
す
る
法
律
案

→
昭

和
36

年
災
害
対
策
基
本
法
原
案
国
会
提
出

昭
和

3
6
年

1
0
月

3
1
日

可
決

伊
勢

湾
台

風
か

ら
約

2
年

間
の

議
論

の
後

成
立

し
て
い
る
！

災
害
・
事
故
等
が
発
生
し
て
数
年
程
度
、

一
時

(暫
定
対
応
）
通
達
は
数
か
月
の
う
ち
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。

耐
震

基
準

の
歴

史
１

期
間

年
地

震
名

ま
た

は
被

災
内
容

耐
震
基
準

・
法
規

・
計
画

等

建
築
・
原

子
力
施

設
道
路
橋

港
湾

施
設

第
Ⅰ

期

19
23

●
大

正
関

東
地

震
（

M
7.

9)
延

焼
と

家
屋

倒
壊

，
R

C
・

煉
瓦

・
S
構

造
物

の
被
災

19
24

※
市

街
地

建
築

法
の

改
正

（
耐

震
対

策
の

規
定

）
・

木
造

構
造

の
強

化
・

地
震

力
を

規
定

（
R

C
造

）

19
26

※
道

路
構

造
に

関
す

る
細

則
案

第
Ⅱ

期

19
48

●
福
井
地
震
（

M
7.

1）
直

下
型

地
震
・

R
C
構

造
物

の
被

災

19
50

※
建
築
基

準
法
制

定
(市

街
地
建
築
法
廃
止

)
・
地
震
力

に
対
す

る
壁

量
規
定

※
港

湾
法

※
港

湾
工

事
設

計
示

方
要

覧

19
52

●
昭

和
27

年
十

勝
沖

地
震

（
M

8.
2)

※
新

道
路

法

19
56

※
鋼

道
路

橋
設

計
示

方
書

19
59

※
港

湾
工

事
設

計
要

覧

19
62

※
災

害
対

策
基

本
法

施
行

・
災

害
予

防
対

策
強

化

2



3

耐
震

基
準

の
歴

史
２

期
間

年
地

震
名

ま
た

は
被

災
内

容
耐
震
基
準

・
法
規

・
計
画

等
建

築
・

原
子

力
施

設
道
路
橋

港
湾
施
設

第
Ⅲ

期

19
64

●
新

潟
地

震
（

M
7.

5）
液

状
化

に
よ

る
建

物
倒

壊
・

タ
ン

ク
被
害

※
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
路
橋

示
方
書

※
杭
基
礎
の
設
計
指
針

19
67

※
港
湾
構
造
物
設
計
基
準

19
68

●
昭

和
43

年
十

勝
沖

地
震

（
M

7.
9）

土
砂

災
害

・
津

波
・

R
C
造

公
共
建

築
物

の
被

害

※
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
道
路
橋
示
方
書

19
70

※
海

岸
保
全
事
業

5か
年
計
画

19
71

※
建

築
基

準
法

施
行

令
改

正
・

R
C
造

の
柱

の
せ

ん
断

補
強

・
木

造
基

礎
の

規
定

19
72

※
道
路
橋
示
方
書
制
定

示
方
書
の
統
合
，
液
状
化
検
討

の
明
記

19
74

※
基
準
省
令
の
制
定

第
Ⅳ

期

19
78

●
宮

城
県

沖
地

震
ブ

ロ
ッ

ク
塀

倒
壊

・
盛

土
宅

地
被

害

※
河
川
・
海
岸
施
設
の
耐
震
調

査
に
つ
い
て

19
79

※
港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の
基

準
・
同
解
説

19
81

※
建

築
基

準
法

施
行

令
大

改
正

・
新

耐
震

設
計

法
の

導
入

※
原

子
力

耐
震

設
計

審
査

指
針

19
84

※
港
湾
の
液
状
化
防
止
対
策
実

施
要
綱
・
港
湾
に
お
け
る
大
規

模
地
震
対
策
施
設
の
整
備
構
想

19
89

※
技
術
上
の
基
準
・
同
解
説
改

正

19
90

※
道
路
橋
改
正

保
有
水
平
耐
力
法
導
入

19
93

●
北

海
道

南
西

沖
地

震
（

M
7.

8)
津

波
被

害
・

液
状

化
に

よ
る

堤
防

被
害

耐
震

基
準

の
歴

史
３

期
間

年
地

震
名

ま
た

は
被

災
内

容
耐

震
基

準
・

法
規

・
計

画
等

建
築

・
原

子
力

施
設

道
路

橋
港

湾
施

設

第
Ⅴ

期

Ⅴ
‐

1

19
95

●
兵

庫
県

南
部

地
震

（
M

7.
2)

建
物
倒
壊
，
橋

脚
被
害
，

液
状
化
、

都
市

域
地
震

※
建
築
基
準
法

改
正

※
耐
震
改
修
促

進
法
（
耐

震
診
断
）

※
建
設
省
住
指
発
第

17
6号

（
建
物
耐
震
強

化
）

19
96

※
道
路
橋
大
改

正
（
液
状
化
細
粒

分
の
評
価

）
※
大
規
模
地
震

対
策
施
設

整
備
の

基
本
方
針

19
99

※
品
確
法

※
基
準
省
令
の

細
目
を
定

め
る
告

示
の
制
定

※
港
湾
の
施
設

の
技
術
上

の
基

準
・
同
解
説
改

正
（
液
状

化
判
定

法
の
明
記
）

20
00

●
鳥
取
県
西
部
地
震
（

M
7.

3）
直
下
型
地
震
・

短
周
期
大

規
模
加
速

度
※
建
築
基
準
法

の
改
正

限
界
耐
力
計
算

の
導
入

20
01

●
20

01
年
芸
予
地
震
（

M
6.

7）
直
下
型
地
震

※
国
土
交
通
省

、
既
存
住

宅
の
耐
震

等
級
評
価
指
針

を
公
表

※
耐
震
等
級
に

よ
る
地
震

保
険
割
引

制
度
始
ま
る

20
02

※
道
路
橋
改
正

仕
様
規
程
⇒
性

能
規
程

液
状
化

F
L
値
の
導
入

20
03

●
三
陸
南
地
震
（

M
7.

0）
●
釧
路
沖
十
勝
沖
地
震
（
Ｍ

8.
0)

タ
ン
ク
被
害
，

長
周
期
地

震
動

Ⅴ
‐

2

20
04

●
新

潟
県

中
越

地
震

（
M

6.
8）

土
砂
災
害
，
液

状
化
被
害

，
木
造
建

物
被

害
●
ス
マ
ト
ラ
沖

地
震

2
0
0
4
年
改
訂
版

「
木
造
住

宅
の
耐
震

診
断
と
補
強
方

法
」
発
行

20
05

●
福
岡
県
西
方

沖
地
震

都
市
域
地
震
，

液
状
化
，

落
下
物
，

ブ
ロ

ッ
ク
塀
倒

壊

※
建
築
学
会
ブ

ロ
ッ
ク
塀

施
工
マ

ニ
ュ
ア
ル
発
行

※
津
波
対
策
検

討
委
員
会

設
立

●
宮
城
県
南
部
地
震
（
Ｍ

7.
2）

※
建
築
基
準
法

等
改
正
（

構
造
計
算

の
確
認
）

20
06

※
住
生
活
基
本

法
施
行

※
原
子
力
耐
震

設
計
審
査

指
針
改
正

（
重
要
度
に
よ

る
区
分
）

※
港
湾
の
施
設

の
技
術
上

の
基

準
・
同
解
説
改

正

20
07

●
能
登
半
島
地
震
（

M
6.

9）
盛
土
被
害
，
長

周
期
，
交

通
機
関
被

害

●
新

潟
県

中
越

沖
地

震
（

M
6
.
8
）

液
状
化
被
害
，

原
子
力
施

設
被
害
，

土
砂

災
害

20
08

●
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
（

M
7.

2）
山
地
被
害

●
岩
手
県
沿
岸
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
（

M
6.

8）

20
09

※
住
宅
瑕
疵
担

保
履
行
法

過
去

の
経

験
と
被

災

大
正

関
東

地
震

で
の

経
験

（
引

用
：
S

4
7

海
軍

施
設
系
技
術
官
の
記
録
刊

行
委

員
会
編

海
軍

施
設
系
技
術
官
の
記
録
）

東
日
本
大
震
災
で
の
油
槽
被
害

隧
道

内
の

油
槽

被
害

は
軽

微
露

天
部

は
被

害

こ
の
山
中
に
隧
道
式
油
槽
が
あ
る

久
慈

港
の

タ
ン
ク
被
害

大
正

関
東

地
震

以
前

に
地

震
被

害
の

リ
ス

ク
は

考
慮

さ
れ

な
か

っ
た

の
か

？

1
8

6
5
年

（
慶

応
元

年
）
仏

英
行

(柴
田

剛
中

日
載

七
・
八
よ
り
）

18
65

年
（
慶
応
元
年
）
仏
英
行

(柴
田

剛
中

日
載

七
・
八

よ
り
）
君

塚
進

校
注

西
欧

見
聞

集
日

本
思

想
体

系
岩

波
書

店

た
と
え
ば

明
治

4年
(1

87
1年

)竣
工
横

須
賀

1号
船
渠

（ド
ッ
ク
）

菊
地

(
20

09
）

：
横

須
賀

市
自

然
・

人
文

博
物

館
横

須
賀

市
博

物
館

業
績

第
6
00

号
で

詳
し

く
分

析
さ

れ
て

い
る

｢御
国
は
震
災
の
為
ド
ッ
ク
壊
頽
の
愁
多
に
よ
り
，
浮
き
ド
ッ
ク
に
可
替
哉
の
旨
，
昨
日
ウ
ェ
ル
ニ
ー
よ

り
相
談
有
之
，
一
同
評
議
の
上
，
御
取
建
ド
ッ
ク
大
小

二
個

の
内

小
の

方
を
浮
候
方
に
決
し
，
其
談

本
日
相
答
，
尚
縷
々
の
義
質
問
せ
し
趣
左
の
通
り
．
浮
ド
ッ
ク
は
廿
五
年
前
後
に
は
必
ず
破
損
出
来

可
致
，
尤
御
入
用
は
建
築
ド
ッ
ク
の
三

分
の

二
に
て
出
来
い
た
し
，
凡
弐
拾
万
元
許
相
懸
り
可
申
，

且
唯
今
製
造
方
命
じ
候
て
も
，
当
府
帰

国
出

帆
の

期
に
は
迚
も
間
に
合

不
申

，
何
れ
跡

よ
り
積
廻
し

候
積
り
．
御
入
用
渡
し
方
は
，
半
分
出
来
に
て
三
分
の
一
，
其
余
は
皆
出
来
積
廻
し
候
上
，
江
府
お

ゐ
て
渡
し
方
い
た
し
宜
敷
，
右
製
造
方
注
意
の
義
は
海
軍
局
イ
ン
ゼ
ニ
ー
ル
の
内
へ
托
命
の
積
り
な

り
＜
此
義
ウ
ェ
ル
ニ
ー
よ
り
も
江
戸
へ

為
申

通
，
御
用
状
に
も
可
申
遣
事
＞
．
｣

地
震
被
害
と
耐
久
性
を
比
較
し
た
浮
き
ド
ッ
ク
と
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
の
リ
ス
ク
評
価

を
し
て
い
る

3



4

濃
尾

地
震

(明
治
2
4
年
1
8
9
1
年
1
0
月

2
8
日
6
時
3
8
分
5
0
秒
)

で
の

東
大

と
陸

軍
の
対

応
（
10
月
28
日

で
被

災
か

ら
12
0年

）

た
と
え
ば

東
京

帝
国

大
学
総

長
加

藤
弘

之
が

陸
軍

次
官

岡
澤

精
へ

明
治

2
4
年

1
1
月

に
要

請
し
た
依

頼
書

：
「
地

震
記

録
蒐

集
の

件
」
の

収
集

理
由

に
関

す
る
記

述

一
、
地
震
中
起
こ
る
と
こ
ろ
の
種
々
の
現
象
を
知
る
き
は
大
い
に

地
震
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
て
学
術
上
の
裨
益

(ひ
え
き
）
少
な
か
ら

ず
し
か
も
将
来
こ
れ
を
予
知
す
る
の
方
法
を
講
ず
る
の
助
け
と
も

な
る
べ
し
。

二
、
そ
の
家
屋
、
橋
梁
、
道
路
、
鉄
道
、
堤
防
等
に
及
ぼ
し
た
る

影
響
は
大
い
に
建
築
法
に
関
係
あ
り
之
を
一
体
に
ま
と
め
一
覧

に
便
な
ら
し
む
る
は

工
学

者
は
無

論
一
般

公
衆
の

為
大
い
な
る

便
利
と
な
る
べ
く
ま
た
将
来
地
震
の
害
を
免
る
べ
き
建
築
法
の
考

案
の
参
考
と
も
な
る
べ
き
な
り

想
定

外
？

さ
ま

ざ
ま

な
基

準
と

検
証

・
運

用


被
災
経
験
の
確
認
か
ら
始
ま
る
。

→
被
災
し
た
証
明
が
必
要
。


基
準
は
被
災
の
確
認
と
表
裏
一
体
。


イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
反
映


リ
ス
ク
管
理
に
お
け
る
レ
ビ
ュ
ー

災
害
が
発
生
し
た
時
、
自
分
が
設
計
し
た
構
造
物
・
調
査
し

た
地
域
を
対
象
と
し
た
被
災
あ
る
い
は
健
全
で
あ
っ
た
こ
と

の
検
証

が
重

要
！

歴
史

的
景

観
・

自
然

景
観

と
リ

ス
ク

美
し
い
農

村
風

景
（
根

尾
村

）
美

し
い
農

村
風

景
（
上

越
市

）

根 尾 谷 断 層⇒

美
し
い
別

荘
地

（
北

軽
井

沢
）

歴
史

的
景

観
（
京
都
先

斗
町
）

延
焼

危
険

狭
隘

地
域

2
0

0
4
年

浅
間

噴
火

火
山

灰

リ
ス

ク
と

は
？

性
能

決
定

の
よ

り
ど

こ
ろ

と
は

？


技
術
者
の
持
つ
漠
然
と
し
た
機
能
維
持
へ
の
危
惧
感


構
造
物
が
構
築
計
画
さ
れ
た

,も
し
く
は
構
築
途
中
の
社
会

情
勢


ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
漠
然
と
し
た
危
機
感

機
能

(性
能

・
安

全
性

)を
定

め
る
た
め
の

よ
り
ど
こ
ろ
が

ほ
し
い
！

4
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リ
ス
ク

性
能

機
能

ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
意

思

目
的

・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

(本
質

的
な
要

求
）

安
心

・
安

全

コ
ス
ト

経
済

性

使
い
や

す
さ

使
用

性

造
り
や

す
さ

生
産

性
事

例
・
実

績
継

続
性

耐
久

性
社

会
環

境
時

代
背

景

美
し
さ

デ
ザ

イ
ン
性

技
術

者
の

意
思

ま
と

め

基
準
や
指
針
は
過
去
の
事
例

を
踏
ま
え
た
拠
り
ど
こ
ろ
。


基
準
や
指
針
の
成
立
に
は
必
ず
成
立
す
べ
き
背
景
が
あ
る
。


成
立
背
景
を
理
解
し
な
い
で
基
準

書
や

指
針
を
使
用
す
る
と

た
だ
の
前
提
条
件
が
理
解
で
き
な
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
技
術
者
に

な
っ
て
し
ま
う
。
→
新
た
な
リ
ス
ク
の
発
生
！


自

分
で
調

査
も
し
く
は
設

計
・
施
工

を
し
た
物

件
は

、
災
害
時

必
ず
レ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
が
重
要
！


各
構
造

物
の

機
能
維

持
は
、
過

去
の
被

災
事

例
が

支
え
て

い
る
！

5
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1

地
盤
リ
ス
ク
と
裁
判
事
例
（
２
例
）

１
宅
地
造
成
に
お
け
る
斜
面
崩
壊
・
軟
弱
地

盤
が
問
題
と
な
っ
た
事

例

（
１
）
工
事
妨
害
禁
止
仮
処
分
事
件
（
和
解
）

（
２
）
開
発
許
可
取
消
請
求
事
件
（
取
下
）

（
３
）
建
築
続
行
禁
止
請
求
事
件
（
棄
却
）

２
工
場
跡
地
の
宅
地
分
譲
と
土
壌
汚
染
が
問

題
と
な
っ
た
事
例

（
１
）
民
事
調
停
事
件
（
和
解
）

（
２
）
損
害
賠
償
請
求
事
件
（
一
部
認
容
）

１
宅
地
造
成
と
地
盤
リ
ス
ク

昭
和

４
９

年
頃

平
成

１
5年

頃

開
発
地
の
前
後
の
様
子

そ
の

１
左

⇒
周

辺
の

宅
地

開
発

で
最

後
に

残
さ

れ
て

き
た

谷
間

右
⇒

宅
地

造
成

に
よ

り
区

画
化

（
現

在
は

住
戸

立
地

）

＜
計
画
地
の
地
形
と
模
型
＞

平
成
１
２
年

１
２
月

平
成
１
５
年

１
０
月

開
発
の
前
と

後
そ
の
２

１
－
１

事
件
の
推
移


H
11
.1

開
発

許
可


H
11
.2

着
工

と
バ

リ
ケ

ー
ド

封
鎖


H
11
.3

許
可

取
消

の
審

査
請

求


H
11
.4

妨
害

禁
止

仮
処

分
申

立


H
12
.1

開
発

審
査

会
の

請
求

棄
却

裁
決


H
12
.4

開
発

許
可

取
消

請
求

の
訴

え
提

起


H
13
.7

和
解

成
立

、
訴

取
下


H
15
.1
0

建
築

続
行

禁
止

請
求

事
件

判
決


横

浜
地
裁

川
崎

支
部

平
成
１

３
年

（
ワ
）

第
６
１

０
号

平
成

１
５
年

１
０

月
２

８
日

判
決
・

判
例
時

報
１

８
５
８

号
１
０

４
頁

1



2

１
－
２

開
発
地
と
計
画
の
概
要


周

辺
は
S3
0年

代
か

ら
40
年

代
に

開
発


開

発
地

は
お

椀
型

の
谷

戸
、

高
低

差
20
m


東

西
南

が
30

度
の

斜
面

、
40
~4
5度

も


開

発
地

中
央

部
が

厚
さ
10
ｍ

の
軟

弱
地

盤


入

り
口

は
幅
5ｍ

の
道

路


開

発
面

積
は
97
42
㎡

、
53
戸

造
成


切

土
18
00

㎥
、

盛
土
42
30
0
㎥

１
－
３

仮
処
分
審
尋
の
争
点

１
本
件

造
成

工
事

が
危

険
か

（
１

）
谷

戸
の

地
質

構
造

、
地

下
水

涵
養

量
、

現
場

の
湧

水
量

、
崩

壊
跡

が
崩

落
機

序
か

（
２

）
工

事
に

よ
る

崩
壊

の
危

険
ア

盛
土
が
危
険
性
を
増
大
す
る
か

イ
排
水
施
設
の
排
水
能
力
は
限
界
か

ウ
軟
弱
地
盤
の
改
良
が
有
効
か

（
３

）
安

定
計

算
に

問
題

が
あ

る
か

２
工
事

妨
害

が
あ

る
か

、
適

法
か

１
－
４

審
尋
経
過
と
和
解

１
仮
処

分
手

続
に

お
け

る
審

尋

２
地
質

・
地

盤
工

学
の

専
門

家
の

役
割

３
工

事
内

容
の

改
善

と
裁

判
官

に
よ

る
和

解
の

勧
め

４
3自

治
会

の
多

様
な

意
見

と
長

期
化

５
バ

リ
ケ

ー
ド

に
よ

る
工

事
遅

延
と

責
任

６
工
事

協
定

の
充

実
と

和
解

７
一
部

住
民

の
訴

訟
継

続

１
－
５

工
事
協
定
と
改
善

《
住
民

参
加

型
工

事
》

１
地
盤

の
改

良

（
１

）
深

層
混

合
改

良
の

改
善

（
２

）
ペ

ー
パ

ー
ド

レ
ー

ン
の

変
更

（
３

）
盛

土
改

良
材

の
変

更

２
地
下

水
の

確
認

、
処

理

３
土
砂

運
搬

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

４
安
全

対
策

協
議

会
に

よ
る

苦
情

対
応

５
ト
ラ

ッ
ク

走
行

の
各

種
制

限

2



3

２
宅
地
分
譲
と
地
盤
リ
ス
ク

分
譲
と
工
場

の
推
移

左
上

昭
和
49

年
左

下
昭

和
55

年
右

下
現

在

２
－
１

事
件
の
推
移


S5
0年

頃
～
Yが
A
工

場
北
側

の
造

成
分

譲

S5
0年

頃
～
A
工

場
の

悪
臭

等
苦

情
再

三
行

政
指

導
（

市
が
勧

告
、

県
が
命

令
）

。

S5
7年

Y
が
A
と

汚
染

除
去

・
土

地
取

得
和

解

S5
9年

Y
が
A
地

を
取

得
後

、
汚

染
悪

臭
除

去

S6
2年

～
Y
が

開
発

許
可

取
得

、
宅

地
造

成

H
2~
5年

X
ら

が
Y
か

ら
宅
地

購
入

等

H
16

年
水

道
管

取
替

で
有

害
物

質
発

見

H
16

年
Y
の

依
頼

で
専

門
家

調
査


H
19

年
X
ら

が
Y
に

損
害
賠

償
請

求
訴

訟

H
23

年
岡

山
地

裁
で

一
部

勝
訴

判
決

２
－
２

工
場
と
土
壌
汚
染

１
A
工

場
は

廃
白

土
を

原
料

と
し

て
石

け
ん

、
ペ

ン
キ

の
元

と
な

る
油

を
生

成

２
S5
0年

頃
か

ら
悪

臭
、

水
質

汚
濁

等
が

問
題

と
な

っ
て

い
た

３
Y
は

工
場

跡
地

取
得

後
汚

泥
除

去

４
H
16

年
以

降
の

調
査

で
、

ト
リ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
、

ベ
ン

ゼ
ン

、
シ

ア
ン

化
合

物
な

ど
基

準
値

超
過

の
化

学
物

質
の

検
出

４
X
ら

を
は

じ
め

近
隣

住
民

に
体

調
不

調

２
－
３

裁
判
の
争
点

１
宅

地
造

成
す

べ
き

で
な

か
っ

た
か

(1
)油

分
含

有
汚

泥
の

地
中

廃
棄

の
認

識

(2
)汚

泥
に

化
学

物
質

含
有

の
認

識
可

能
性

２
汚

染
物

質
を

除
去

し
て

造
成

す
べ

き
か

３
履
歴

等
を

説
明

す
べ

き
で

あ
っ

た
か

（
１

）
住

宅
の

安
全

性
、

快
適

性
の

情
報

（
２

）
疑

念
を

抱
き

う
る

情
報

と
対

応

４
損
害

の
範

囲
物

件
減

価
と

健
康

被
害

3



4

２
－
４

判
決
と
評
価

１
結

果
回

避
義

務
と

説
明

義
務

違
反

岡
山
地
裁
平
成
１
９
年
（
ワ
）
第
１
３
５
２
号
平
成
23
年
5月
31
日

判
決
ー
判
例
秘
書
登
載
（
高
裁
係

属
）

２
損
害

物
件

の
減

価
と

健
康

被
害

３
瑕

疵
担

保
責

任
と

不
法

行
為

責
任

(1
)基

準
値

超
過

と
瑕

疵
（

近
時

の
裁

判
例

）

(2
)先

行
行

為
と

作
為

義
務

（
公

調
委

事
件

）

４
土

壌
汚

染
対

策
法

の
制

定
と

改
正

５
土
壌

汚
染

の
リ

ス
ク

へ
の

対
応
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